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日　時 平成１６年１１月２４日π

午後４時～５時

場　所 õ東京建築士会　会議室

出席者 青木三郎 掛川勝弘 田中順三 村上美奈子

渡邉定夫　小野隆正　鎌田宜夫　川嶋憲良　小黒利昭

西条秀雄 霜野　隆 中山庚一郎 房友博通 増沢幸尋

武者英二　吉岡令子

オブザーバー 浅川敏克　小池和子

欠席者（委任状提出）

村松映一　石井友彦　尾崎　勝　可児才介　柴山修一

戸田敬里　野本孝三　藤江和子　藤本昌也　宮本伸子

森　欣貮　山田由紀子

○開 会 議長は本日の出席者は２８名（内，委任

状１２名）で，定款第２９条２項の定足数を超え

ている旨説明し開会を宣した。

○議事録署名人の指名（出席理事のうちから２名）

議長は，川嶋憲良・小黒利昭の両氏を議事録署

名人に指名した。

○新理事の紹介

新任の鎌田宜夫氏の紹介があった。

○報告

１０月２７日 定例理事会を本会会議室にて開催。

出席者２８名（内，委任状１３名）

２７日 理事会に引き続き，平成１６年度第二回評

議員会を開催。評議員８０名の内，出席者５６名

（内，委任状２６名）。竹田佳司評議員が議長に

なり，平成１６年度上半期会務報告の後，次の

事項を審議。

議　事　・役員交替（理事１名）の件

２９日 新潟県中越地震の発生に伴い，新潟県建

築士会へ事務局小川（関ブロ青年協議会担当）

を派遣し見舞金を持参。

３０日 事業委員会企画『銀座建築デザイン大学』

（５回シリーズ）の第３回を本会会議室にて開催。

テーマ：「人と自然の関係を調えなおすラン

ドスケープデザイン，その展開」

講　師：廣瀬俊介　氏

（環境デザイナー/風土形成事務所）

田賀陽介 氏

（地域環境プランナー/田賀デザイン

事務所）

参加者：４７名（内，会員２３名）

１１月１日 建築相談委員会

協議事項　・今期委員会活動について

２日 耐震フォーラム及び耐震診断技術者WGが

東京都庁にて開催され，本会まちづくり委員会

より美和委員，事務局高橋が出席。

２日 「CAD教室」（基本コース）を本日と４

日・６日の３日間に亘り，中央区の京華スクエ

士会だより 11● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

アにて開催。

講　師：市村千恵　氏

（ICE・リカレント）

受講者：１６名

３日 秋の叙勲受章者が発表され，本会関係者

（３名）に祝辞を郵送。

・旭日中綬章

正会員　宮本忠長　氏（７７才）

õ日本建築士会連合会会長

・旭日双光章

正会員　小林一夫　氏（７８才）

ó小林工務店一級建築士事務所

・瑞宝双光章

正会員　池上今朝治　氏（７４才）

池上建設二級建築士設計事務所

４日 専攻建築士制度説明会を本会会議室にて開催。

講　師：小黒利昭　氏

（CPD・専攻建築士制度推進特別委員

会委員長）

参加者：３１名

４日 日本建築士会連合会主催，建築士会「住宅

検査・保証制度」技術基準WGが，港区の建築

会館にて開催され，本会検査員会より山中委員，

事務局より鈴木職員が出席。

協議事項　・「現場検査審査マニュアル」の作

成について

東京建築士会
１１月定例理事会記録

１９８１年，建築基準法改正による新耐震設計法の施行とほぼ同時に構造家懇談会とし
て発足したJSCAに，建設省が建築構造技術者の専門資格制度に対する意見を求めた。
国家資格制度か，大臣の審査証明事業か，手作りの自主認定制度か，など会員間では熱
心な議論をしたが，いつしか建築審議会における専門資格問題は棚上げになり尻つぼみ
になった。１９８９年にJSCAはõ日本建築構造技術者協会に発展改組され，建築構造技術
者の専門資格は自主認定制度とすることにし，１９９５年３月にはJSCA認定建築構造士
を誕生させた。それは一級建築士資格取得後構造設計監理実務４年以上で，そのうち２
年間は技術上の責任ポストにあった人に受験資格があり，構造略設計実技試験と実務経
験技量を問う面接試験合格者をJSCA認定建築構造士とする制度で，建築構造技術者を
プロと認める我国唯一のものとなった。資格は５年間有効で，JSCAの定める継続的職
能研鑽（建築学会，建築士会連合会，建築家協会等で行われているCPD制度に相当）
を行ったものが更新出来る。
建築士制度をベースに専攻分野を自主的に闡明する建築士会の専攻建築士制度と

JSCA認定建築構造士制度は類似の性格なので，構造分野の資格認証システム構築等を
先行しているJSCAは専攻建築士制度の運用に協力すべくõ日本建築士会連合会と協定
を結んでいる。
また，市場開放政策の一環でAPECエンジニアの資格認証制度が２００１年から発足し

たが，日本建築士会連合会の国際委員会，制度委員会等のご支援によって，JSCA建築
構造士はAPECエンジニアの資格登録認証手続きは軽減化された。これもCPDによる更
新制度である。
高度成熟時代にあって建築分野が専門分化するのは避けられないが，分化した分野だ
けに精通する専門バカにはなって欲しくない。豊かな技量をもつ建築士一人々々がそれ
ぞれの知恵を絞り，力を合わせ，欠けを補いつつ，穏やかで安定した建築を創って行き
たいものである。

「建築構造士と構造専攻建築士」

サンエンジニアリングñ

代表取締役

加藤 光一
〔構造専攻〕


